
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3003 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 
数学 B 単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「新編 数学 B」 （啓林館） 

副教材等 パラレルノート 数学Ⅱ （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業を大切にすること 

 

 

２ 学習の到達目標 

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり 

育成することをめざす。 

(1) 平面ベクトルや空間ベクトル、数列についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す

る。 

(2) 論理的に考察し表現できるようにする。また、事象を的確に表現してその特徴を表、式、グ

ラフを相互に関連付け考察できるようにする。さらに、社会の事象などから設定した問題を考察

できるようにする。 

(3) 数学のよさを認識し、数学を活用しようする姿勢を身に付ける。また、数学の学習の中で粘

り強く考えられるようにする。そして、問題解決を振り返り考察を深めることができるようにな

ることで、創造性の基礎を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や考

え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・数学のよさを認識

できるかどうか。 

・数学を活用しよう

としているかどう

か。 

 

・粘り強く考えれる

かどうか。 

 

・問題解決を振り返

り考察を深めること

ができるかどうか。 

 

・論理的に考察し表

現できるかどうか。 

 

 

・事象を的確に表現

してその特徴を表、

式、グラフを相互に

関連付け考察できる

かどうか。 

 

・社会の事象などか

ら設定した問題を考

察できるかどうか。 

・事象を数学化し, 

数学的に解釈するか

どうか。 

 

・ 数学的に表現・処

理するかどうか。 

・基本的な概念や原

理・法則を体系的に

理解するかどうか。 
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評
価
方
法 

レポート 

ノート 

定期考査 

レポート 

定期考査 定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

数
列 

等差数列 

等比数列 

数列の和 Σ 

階差数列 

漸化式 

数学的帰納法 

〇 〇 〇 〇 a: 数列の問題解決を振り返り考

察を深めることができるかどう

か。 

b: 数列の問題について論理的に

考察し表現できるかどうか。 

c: 漸化式を数学的に表現・処理す

るかどうか。 

d: 数列について基本的な概念や

原理・法則を体系的に理解するか

どうか。 

授業態度 

提出物  

定期考査 

二
学
期 

平
面
ベ
ク
ト
ル 

ベクトルの定義 

成分表示 

内積 

位置ベクトル 

ベクトル方程式 

 

〇 〇 〇 〇 a: ベクトルを活用しようとし

ているかどうか。 

b: ベクトルを的確に表現して

その特徴を相互に関連付け考

察できるかどうか。 

c: ベクトルを数学化し, 数学

的に解釈するかどうか。 

d: ベクトルについて基本的な

概念や原理・法則を体系的に理

解するかどうか 

授業態度 

提出物  

定期考査 
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三
学
期 

空
間
ベ
ク
ト
ル 

ベクトルの定義 

成分表示 

内積 

位置ベクトル 

ベクトル方程式 

〇 〇 〇 〇 a:空間ベクトルを活用しようとし

ているかどうか。 

b: 空間ベクトルを的確に表現し

てその特徴を相互に関連付け考察

できるかどうか。 

c: 空間ベクトルを数学化し, 数

学的に解釈するかどうか。 

d: 空間ベクトルについて基本的

な概念や原理・法則を体系的に理

解するかどうか 

授業態度 

提出物  

定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


